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｢密閉構造体の耐爆設計に関する研究｣経過報告

疋 田

1. 耐爆槻 委員金

本研究は日本原子力研究所が高速炉臨界爽験装置を

建設するに当って,殆んど起るとは倍 じ好 い事故

(mostincredibleaccident)に対処して完全密閉を保

つ構造体を設計するための資料をうるために企画され

たものである｡

実験は昭和3時 1月より東工試平掛 こおいて予備実

験を始め,旭化成坂ノ市工場で2月24-27日;6月8-

10耶こ予備爽政を,7月13-16日に本来政を行った｡

垂員会の構成は黍艮長,疋田(東大)(A)建皐部会

梅村 (東大)大村,後藤,大池,内田 (原研),(B)

計沸部会.須藤 (中大),庶島(原研)岡崎,柳沢(東

大),大久保(東工就),名和(旭化成).金子 (土木河

器),(C)方案部会,梅村,岡崎,教藤,大久保,大
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村,稲山,名和,(D)庶務,稲山,生野,鈴木(旭化

成)により構成され,爽験の爽姑に当っては坂の市工

場の婿土田工場長をはじめ,石本,日高,滝沢,梅軌

池田,栃木,松田の諸氏,土木刺巻の利払 藤山.岩

崎通信稔の豆鼠 東大米EZl,塀研硬,大岸,鈴木,育

村,浦川,原子力発奄秋野氏など多敦の方々の攻助を

受けることとなった｡

2. 典故の要領

鉄筋コンクリート構造体の内部で爆薬を爆発させた

とき壁面の受ける衝撃圧およびインバJI,スを謝り,棉

造体の変位,割れを測定して,耐爆構造の設計指針を

うることを目的とし,脚定項目と使用稜番は次の通り

とした｡

,noe紀 等 品 諾 品 書 讐O,).p禦 讐 慧魚
t='ェゾ束子-シンクpスコープ記錬

ブラストメータ:叫孔型と多孔型

勤変位計 :コンデンサー型,振巾 ±10mm,
固有振動 50C/S

インパルスメーター :1質点系の振劫エネルギーを鉄筋
で吸収しその伸びをAlIJる｡

ダイヤルゲージ:t='ァノ奴とスケール (tfアノ線を塵市
と平行に範)),定位をスケールではかる)

スチールテープ:洗故体操点間の伸びを釣る

愚人itをしてゆき,蒔回写共をとる

また就験構造体の大要は】表の如くである｡ (添付写真参照)
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3. 爆薬の脚 と且新桐ダイナマイ ト佼肌 TNT と同じく 1,0
00kcal/kg の発熱故をもち,僻速約 6,500m/s

cc,爆発温度2,6000K,比兎 1.45｡な るべ く球形に近い形に成型

し,雷管を中央に押入 して起爆 した｡薬魚は衣2の

油 リ,4. 央 負 結 果突放結果は r癖閉柄近体の

耐燥牧計に関する研究｣として日本原子力研究所地紋

伽及び耐燥拭験委員会の共棺で発行された218貢の

報告8にまとめ られ て いる｡ここには全部を収銀する余掛 まないので,

爆風庄Vo1.28.NhA.]N 袋 2 薬 故 と 就 駄 目水 虫

燃先回欺 爽 滝 口助走関係を2つの別報として本号に相磯し,建端関係

は本号




